




Position of Folklore in Kindergarten “Language”













As a problem of teaching methods of stories, there is a tendency to do the storytelling of folklore less. Storytelling 
provides an indirect experience for the children. And that will lead the children to self-reliance. In particular, storytelling 
of folklore gives the children an experience of the Collective Unconscious of human beings. And that will lead the 
children to initial stage of self-reliance. For example, the Grimm’s folklore "Hansel and Gretel" shows that both positive 
and negative aspects of the mother. This folklore teaches the importance of understanding the negative aspects of the 
mother and overcoming them. That will lead the children to initial stage of self-reliance from the mother. In this paper, 
we will propose how to do the storytelling of folklore as the basis of teaching methods of stories.
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らは、2000 年に 3 歳児から 5 歳児を対象として童話・昔話の知識に関する調査を行い、1990 年と比較し「童
話・昔話が幼児たちにとって明らかに『遠い存在』になってきている」とまとめている。（1）また、幼稚園教





















































































































































































　初　め － 中心人物が生きる発達段階以前（今まで生きてきた段階）のイメージ 静的な描かれ方



















































































第 12 集・第 9 編「せかいの　おはなし」（昭和 32 年 12 月発行）である。同時に紹介されているのはアンデ
ルセン童話や、他のグリム童話、日本の昔話である。次の掲載は、「1 －情操キンダーブック（4-5 才用）」
の第 9 集・第 9 編「ぶれーめんの　おんがくたい」（昭和 47 年 12 月発行）で、「付録 1・つばめのおうち」
の中で、小沢正文により「グリム童話とお菓子の家」で紹介されている。その後は昭和 61 年（1986）度「①
情操キンダーブック（4-5 才用）」の第 23 集・第 5 編「夏のおはなし特集号」（昭和 61 年 8 月発行）であり、
このときは表紙に登場している。この号は童話の特集が組まれ、他には「さんびきのこぶた」やイソップ童
話が掲載されている。（31）




る。松本は、3 歳から 10 歳以上までの語り聞かせの目安とするための、発達段階のリストを作成しており、
その中で「ヘンゼルとグレーテル」を 6 歳から 10 歳に置いている。藤井いづみは、「ヘンゼルとグレーテル」
を小学 1 年生には必ず与えるようにしていると述べ、既に話を知っている子どもたちであっても「話が始ま



























































第 1 場面　子捨ての相談の立ち聞き（初め 1）
第 2 場面　小石をたどり帰宅（初め 2）
第 3 場面　パンをたどれず森を徘徊（初め 3）
第 4 場面　お菓子の家の発見（初め 4）
第 5 場面　魔女に拘束される（初め 5）
第 6 場面　魔女を殺す（中）
第 7 場面　二人で帰宅する（終わり）












問 い か け の 例 ： はじめはどんな様子ですか。
予 想 さ れ る 反 応 ： 二人がかわいそう。こわい。置いてきぼりなんてひどい。
反応に対する言葉がけ ： そうだね。捨てられてしまいそうなんだね。




















問 い か け の 例 ： ヘンゼルは何をしましたか。グレーテルはどのような様子でしたか。


















問 い か け の 例 ： ヘンゼルは何をしましたか。グレーテルはどのような様子でしたか。


















予 想 さ れ る 反 応 ： チョコ、飴、クッキー、ケーキ、菓子パン。食べてみたい。
反応に対する言葉がけ ： そうだね。食べてみたいよね。
















問 い か け の 例 ： グレーテルはどうして逃げ出さなかったと思いますか。




















問 い か け の 例 ： グレーテルのしたことをどう思いますか。

















問 い か け の 例 ： お話は終わりです。お話を聞いてどうでしたか。
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